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一五三
久保田桃水筆「嵐山春景栂尾秋色図」
―
師西山芳園からの図様の継承
―
柴 　田 　就 　平
久保田桃水（一八四〇
− 一九一一）は、京に生まれ四条派の横山清暉
に学び、師の没後は大坂に移住している。大坂では、清暉の兄弟弟子にあたる西山芳園に学んだ。明治中頃の一時期を東京 活動することになるが、明治四四年（一九一一）四月一八日に大阪で没していることから、幕末期から 期に活躍した大阪の 条派の画家だといってよ 。
久保田桃水筆「嵐山春景栂尾秋色図」は、各図ともに本紙寸法縦一〇
一・一センチメートル、横三六・〇センチメートル 絹本墨画淡彩にる双幅である。右幅に嵐山の春景（図
1） 、左幅に栂尾の秋景（図
2）
を配しており、 「嵐山春景図」には右下方（図
3）に、 「栂尾秋色図」に
は左下方（図
4）に「桃水」の款記と、 「久保田桃水」の白文方印が捺
されている。来歴や制作年などは不 であるが、箱書き蓋表（図
5）に
は、 墨書で「嵐山春景図 　栂尾秋色図
 双幅」の題字があり、 箱蓋裏面（図
6）には、 「嵐山春栂尾秋二景 　古桃水先生眞筆無疑者也 　昭和戊辰盛
夏 　金水観并識」と記され、 「金水審□」の朱文楕円印 捺されている。箱書き両面の書体が同一であ ことから、金水 題字を記したと考えられる。五井（立井）金水 、俗称を松次郎といい、明治一二年（一八七九）に大阪に生まれ、久保田桃水や中川芦日に学んだ近代大阪 条派の画家であ 年記の「昭和戊辰」は昭和三年（一九二八）に り
桃水の門人であった金水が鑑識を行い、師桃水の真作であると認めたことを明らかにしている。
江戸後期に制作された肉筆名所絵の多くは、従来から名所として伝え
られたものに加え、名所図会などの書籍類で紹介された新しい名所を画題とした。したがって 新興の名所を画題とする肉筆名所絵の制作は、名所図会が盛んに刊行された一九世紀初頭から少し遅れ、弘化嘉永期頃（一八四四
− 一八五四）から数多く制作されるようになる。また、名所
に関する書籍類は、旅行者の案内書と の役割もあったため、新興の名所は、周辺地域の人々にもよく知 ていたと推測される。加えてこうした書籍類は、出版業が盛んであ た都市部を中心に刊行されていることから、名所に対する人々の意識は、都市部を中心に広がりを見せたと推測できよう。また、これらの肉筆名所絵は、四条派 とした写生画諸派の画家によるものが多く見受けられ、 師の横山清暉 、嵐山や平等院などの を画題としてしばしば扱っていたこ が確認できる。大坂では、西山芳園 連なる画家の肉筆名所絵が数多く遺存おり、大坂のみならず京の名所も描いているこ から、西山派が名所絵を請け負う中心的画派であったと考えられ 。いずれにせよ、四条派を中心とする写生画諸派の 家は、時代が下 につれて肉筆名所絵を数多く手掛けるようになっており、桃水もその な時代変遷のなかで活躍した画家といえる。
双幅のうち右幅の画題となった嵐山は、京都市西部に位置し、桜や紅
葉の名所として知られ、画題として好まれ多くの画家に描かれている。平安時代からすでに名所 して位置づけられ、貴族の別荘地として利用
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白を多くとるのは、当時の四条派の傾向であるが、余白を単に背景とするのではな 、余白を大気として利用し、画面に叙情的な雰囲気を与える効果を狙っており、桃水は師芳園の作風を見事に継承しているといってよい。
次に、双幅のうち左幅の画題となった栂尾は、京都市右京区に位置し、
紅葉の名所として知られ、高雄や槇尾とともに三尾の一つに数えられる。その中でも最北に位置する栂尾には、高山寺があることで知られてい 。本図に描かれた二棟の建物は、現在の伽藍配置から考察すると、画面奥の一棟が開山堂になり、手前は石水院ということになる。石水院は 現在、開山堂を下ったこところに位置するが、元来 金堂の東、開山堂の北西にあったものを、明治二二年（一八八九）に開山堂の手前に移築したとされる。そのため、この図様が移築以前の配置だ するならば、画面下方の一棟が開山堂、上方が石水院とな しかしながら 「栂尾秋色図」は、師芳園の「栂尾秋景」 （図
9）の図様と同一であり、芳園の
没年が慶応三年（一八六七）であることから、移築以前 情景を基調にして描かれたと考えられる。その場合、下方 建物は開山堂となるが、石水院は左上部ではなく右上部に配されている め矛盾が生じてしまう。したがって、上方を開山堂 し、下方を石水院ではない別の坊舎とのが、構図としては最も適切といえる。「栂尾秋色図」 （図
2）は、画面右中央やや下方にあたる山裾に清滝川
を配し、下方中央から左に けて紅葉 青々と茂る樹木、画面ほぼ中央に高山寺が配されており、高山寺を南東の方角から臨んで描いた がわかる。画面下方に広がる紅葉の彩色（図
10）は、上方の紅葉とは異な
されるほどの景勝地であった。嵐山が歌枕と見なされ和歌に詠み込まれていたことは、古くから名所であり続けていたことを証明している。本図に描かれた嵐山について考察すると、渡月橋などの場所を特定する要素を含んで ないため 図様のみからいえば、嵐山である いうことは特定できない。しかし、本図は、前景に河川、後景に木々の一群を配し、中景を急勾配の岩壁とす ことで、渓谷に咲く桜花を描出しており、嵐山の春 であると想起させる。「嵐山春景図」 （図
1）は、大堰川や桜、木々を淡彩で配する一方、余
白を挟み画面上方の樹葉を淡墨により描くことで、前後の位置関係を明確に示している。さらに奥へと続くはずの山々を描かず、霞として余白を使用し、画面の奥行き 狭めること 、岩壁に咲く桜花に臨場感を与えている。画面中央 左右と中央左下方の三群に区分される桜花は、胡粉を薄らとひいた後に、厚めの胡粉を点描とすることで 花びらの一枚一枚を表現している。画面中央 桜は、 方を余白 しているため輪郭は明確に定められていない。次に、左下方の桜（図
7）に注目する
と、桜花の周囲を余白とせずに、右に岩山の輪郭線、上方と下方を木の樹葉 左下方に土坡、左に草木の繁茂を想起 せる淡彩 配している。また、画面右の桜（図
8）は、周囲すべてを木々の樹葉とし、左下方の
桜の描写と同様に周囲を余白とはして ない。そ ため、桜花と余白境界は明確に示され、桜花の色彩をより際立 せること なった。画面の大半を余白が占めるが 桃水は、後景の樹葉を淡墨で描いて余白との境界をぼかし、前景 彩色から徐々 彩度 抑えることにより、前後の位置関係 明確に示すことで、空間を描出すること 成功して る。余
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り、前景から後景へと奥に視線を移すにつれて彩度を抑え、より淡く着色することで遠近感を描出している。また、上方に配された山肌の描写（図
11）は、芳園作品によく見受けられるように、周囲の余白を霧とす
ることで、霧に包まれた紅葉と高山寺の描写に叙情性を加えることになった。さらに 画面上方に広がる樹木と霧 境界 注目すると、樹木を描いた後に胡粉を薄くひき、境界を曖昧にすることで、より自然な色調の変化に成功している。
最後に「嵐山春景栂尾秋色図」に共通する作風をまとめると、余白を
大気の一部とすることで、画面に叙情性を与える ともに、彩色の濃淡を変えることによって、前景から後景 かけての空間の変化を描出する作風となっている。特に、 「栂尾秋色図」は、師芳園の「栂尾秋景」同一の図様で描かれており、図様が師 弟子へと継承されていた大坂における近世近代四条派 様相を伝える作品であ 。また、注目すべきこと 、 「栂尾秋色図」に限らず、桃水の作品には、芳園の作品と同一の図様を用いた作品が多数遺存している。さらに 桃水のみならず 桃水の兄弟弟子である西山完瑛にも同様の制作状況が指摘 きることから、西山芳園 下絵が流派内において確実 継承され いた 推測させる。桃水は、芳園と同一の図様を頻繁 使用したが 大気を余白 よって表現し、画面には叙情的雰囲気が醸し出されていることから、芳園作品の特質を十分に理解していたとみて間違いない。以上の 「嵐山春景栂尾秋色図」は、芳園の作風を継承する絵画であ と も 桃水の技量の高さを伝える貴重な資料 して位置づけられ
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